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東京三鷹市から見た C/2001Q4 と C/2002T7 の位置推算を表に示す。それぞれ 2カ月間の毎
日 18時の彗星の赤経、赤緯、地平高度、全等級、日心距離を表している。 
この表は、JPL が提供している HORIZONS System (http://ssd.jpl.nasa.gov/horizons.html) 
を用いて作成した。HORIZONS System はブラウザを使って誰でも目的の天体の位置を知るこ
とができるサービスを提供していて、天体名、観測場所、時刻、出力フォーマットを指定するこ

とで位置推算表を得ることが出来る。 
その使い方を簡単に紹介する。表では 18 時の毎日の位置推算しか載せていないが、このツー
ルを使って、自分の知りたい時刻の位置を是非計算してみて欲しい。TOP ページから www と
書かれているリンクをたどると、ボタンが４つ [Target Body] [Observer Location] [Time Span] 
[Output Quantities and Format] 並んでいる。下の方にある [Generate Ephemeris] は設定が
終了した時に押す。まず、 [Taget Body] で天体を指定する。彗星などの場合は、"Select 
Small-Body" のところにある入力窓に C/2001Q4 などと入力する。名前である NEAT も入力
できるが、NEAT はいくつも存在するため、仮符合を入力する。そして、[Search] ボタンをお
して元のページに戻る。次に、[Observar Location] で観測場所を指定する。[Display List] を
クリックすると天文台の名前がリストアップされる。日本の観測所は Tokyo- で始まっていてと
りあえず計算するには Tokyo-Mitaka 
を選択すれば良いだろう。細かく指定

したい場合は、経緯度、高度で入力で

きるので、そちらで入力する。入力し

たら  [Use Specified Location]をク
リックすると前の画面に戻る。[Time 
Stamp] は計算を開始する時刻と、終
了する時刻、それをどれくらいの間隔

で計算するかを指定する。間隔は日、

時、分で指定することが出来る。結果

の行数があまり多くなり過ぎないよう

に注意したほうが良い。最後に 
[Output Quantities and Format] を
指定する。天体毎にボタンが用意され

ているので彗星の場合  [Comet] ボ
タンをクリックして、彗星の標準的な

出力が得られるようにする。表では彗

の出力から項目を削っている。 
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